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コロナの規制が解けて
「家族と旅行」「おいしいもの
を」と思う我、思えない彼が
隣に、世界にいることを思う

職種別に組織強化策を真剣に話し合い、
行動化する代表（茨城県連　２０２０年）

　
「
む
ず
か
し
い
こ
と
を

や
さ
し
く
、
や
さ
し
い
こ

と
を
ふ
か
く
、
ふ
か
い
こ

と
を
お
も
し
ろ
く
、
お
も

し
ろ
い
こ
と
を
ま
じ
め
に

・
・
・
」
劇
作
家
の
井
上

ひ
さ
し
さ
ん
の
言
葉
と
い

う
、
至
言
で
あ
る
●
楽
し

み
に
し
て
い
る
ラ
ジ
オ
番

組
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
子
ど
も
科

学
電
話
相
談
」（
近
頃
は

ネ
ッ
ト
で
も
）
が
あ
る
。

長
期
休
暇
や
日
曜
日
に
放

送
が
あ
り
、
気
が
付
い
た

ら
聞
く
こ
と
に
し
て
い
る

●
子
ど
も
の
質
問
に
は
素

晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。

感
動
す
ら
覚
え
る
よ
う

な
、
新
鮮
な
質
問
に
驚
か

さ
れ
る
。対
す
る
回
答
者
。

こ
れ
が
な
か
な
か
難
し

い
。
子
ど
も
の
年
齢
（
学

年
）
で
理
解
で
き
る
言
葉

を
巧
み
に
使
っ
て
「
わ
か

り
や
す
く
」
説
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
毎
回
、

き
っ
と
苦
労
し
て
（
そ
れ

な
り
に
準
備
し
て
）
た
ど

り
着
い
た
で
あ
ろ
う
回
答

が
質
問
者
に
理
解
で
き
そ

う
か
を
想
像
し
な
が
ら
楽

し
ん
で
聞
い
て
い
る
●
伝

え
る
相
手
が
誰
で
あ
れ
、

そ
の
説
明
能
力
が
問
わ
れ

る
。
本
紙
に
掲
載
さ
れ
る

日
公
連
の
動
向
、
年
金
に

関
わ
る
情
報
な
ど
、
会
員

お
一
人
お
一
人
に
届
く
わ

か
り
や
す
い
表
現
で
あ
り

た
い
と
思
う
。�（
Ｋ
・
Ｈ
）

　
厚
生
労
働
省
は
、
急
速

に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化

に
対
し
、
老
後
を
支
え
る

公
的
年
金
制
度
を
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
も
の

に
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で

い
る
。
本
来
、
公
的
年
金

制
度
が
備
え
る
べ
き
重
要

な
要
件
は
、
①
年
金
の
財

政
基
盤
が
長
期
的
に
安
定

し
て
お
り
、
財
政
的
に
持

続
可
能
で
あ
る
こ
と
。

　
②
退
職
者
の
老
後
の
生

活
に
十
分
な
水
準
の
年
金

給
付
で
あ
る
こ
と
、
で
あ

る
。

　
一
方
、
将
来
に
つ
い
て

は
不
確
実
な
要
素
が
多
く

予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
年
金
を
取
り
巻
く

社
会
や
経
済
の
変
化
に
あ

わ
せ
て
年
金
制
度
も
改
正

さ
れ
て
き
た
。

　
我
が
国
で
は
近
年
、
人

口
構
造
や
産
業
構
造
が
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
現

在
の
年
金
制
度
は
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
例

え
ば
、
①
国
民
年
金
の
被

保
険
者
に
非
正
規
労
働
者

が
増
加
し
、
不
安
定
な
雇

用
者
に
対
す
る
将
来
の
生

活
を
保
障
す
る
に
年
金
が

十
分
な
も
の
に
な
っ
て
い

な
い
。

　
②
国
民
年
金
の
被
保
険

者
の
未
納
・
未
加
入
が
多

く
将
来
の
無
年
金
や
低
年

金
が
増
加
す
る
怖
れ
が
あ

る
。

そ
こ
で

●
長
期
的
な
給
付
と
負
担

の
均
衡
を
図
り
、
年
金
制

度
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
た

め
、
平
成
２６
年
度
の
基
礎

年
金
国
庫
負
担
割
合
１
／

２
が
恒
久
化
さ
れ
た
。

●
年
金
の
受
給
資
格
期
間

を
２５
年
か
ら
１０
年
へ
の
短

縮
。

●
働
き
方
が
多
様
化
す
る

中
、
短
時
間
労
働
者
の
厚

生
年
金
加
入
へ
の
適
用
拡

大
。

●
年
金
制
度
の
公
平
性
の

確
保
か
ら
民
間
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
も
公
務
員
も
同
じ
保

険
料
を
負
担
し
、
同
じ
年

金
を
受
給
す
る
こ
と
に
。

共
済
年
金
も
２
階
部
分
の

年
金
は
厚
生
年
金
に
統
一

す
る
公
的
年
金
制
度
の
一

元
化
等
の
法
律
改
正
が
行

わ
れ
て
き
た
。

●
現
役
の
減
少
と
平
均
余

命
の
伸
び
等
に
よ
る
年
金

　
各
業
種
の
生
産
性
の
向

上
と
女
性
や
高
齢
者
の
労

働
参
加
を
促
進
し
、
経
済

成
長
を
維
持
し
て
い
く
こ

　
コ
ロ
ナ
禍
２
年
目
の
困

難
を
極
め
た
各
退
公
連
会

員
数
の
報
告
は
、
会
員
勧

誘
最
前
線
の
支
部
長
・
分

会
長
・
勧
誘
担
当
の
方
々

の
血
と
汗
の
結
晶
で
あ
る

と
の
強
い
印
象
を
持
つ
。

　
い
く
つ
か
の
県
連
で
は

会
員
増
に
肉
薄
の
努
力
。

ま
た
、
準
会
員
・
賛
助
会

員
増
で
意
気
軒
昂
を
語
り

か
け
る
。
県
職
・
市
町
村

職
に
注
力
し
勢
い
を
つ
け

て
い
る
退
公
連
も
あ
る
。

　
新
会
員
の
加
入
に
つ
い

て
は
、
愛
知
県
連
の
４８８
名

を
筆
頭
に
、
千
葉
・
静
岡

が
２００
名
を
超
え
、
１５０
名
を

超
え
た
県
連
は
、
兵
庫
・

茨
城
・
長
野
・
石
川
・
岐

阜
・
山
形
・
栃
木
の
７
県

連
で
あ
っ
た
。

　
組
織
部
長
・
事
務
局
長

の
ご
心
労
は
い
か
ば
か
り

か
。
数
字
は
厳
然
と
し
た

事
実
で
あ
る
ゆ
え
正
確
を

絶
対
条
件
と
さ
れ
る
が
、

支
部
・
分
会
、
勧
誘
担
当

の
方
々
と
の
連
絡
に
は
き

め
細
や
か
な
配
慮
が
あ
っ

た
こ
と
を
こ
の
数
字
が
物

語
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面

で
の
勧
誘
活
動
が
難
し
く

例
年
以
上
に
時
間
と
労
力

を
費
や
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
。
そ
の
ご
労
苦
に
心

　
昨
年
度
、
会
員
数
が
前

年
度
比
９８
％
に
届
か
ず
５

年
連
続
で
努
力
賞
の
実
績

が
途
絶
え
た
。
同
時
期
に

県
連
の
組
織
委
員
会
で
組

織
拡
充
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。

　
会
員
は
元
学
校
関
係
者

で
管
理
職
が
多
い
千
葉
県

連
で
は 

①
校
長
・
教
頭

へ
入
会
勧
誘 

②
一
般
教

職
員 

③
県
・
市
町
村
等

行
政
職 

④
退
会
希
望
者

の
慰
留
等
に
つ
い
て
。
２１

支
部
の
取
組
を
ま
と
め
、

情
報
交
換
を
し
た
。
そ
の

中
で
、
退
公
連
の
目
指
す

姿
の
明
確
化
、
活
動
の
見

え
る
化
、
退
公
連
を
中
核

と
し
て
様
々
な
組
織
の
系

統
化
等
の
意
見
が
出
た
。

各
支
部
に
お
い
て
地
域
性

や
住
民
の
実
情
に
応
じ
た

取
組
が
な
さ
れ
て
お
り
、

地
域
で
の
縁
・
絆
が
い
か

に
大
切
で
あ
る
か
が
現
れ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

で
あ
っ
た
。

　
３
年
度
が
２
年
度
と
比

較
し
減
少
人
数
が
少
な
か

っ
た
の
は
、
新
規
加
入
者

数
が
物
故
者
・
退
会
者
よ

り
若
干
多
い
こ
と
、
そ
の

中
で
退
会
者
数
が
少
な
か

っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

で
あ
る
。

　
各
支
部
の
役
員
を
は
じ

め
と
し
た
会
員
が
、
退
会

希
望
す
る
人
た
ち
を
慰
留

す
る
働
き
か
け
と
同
時
に

様
々
な
活
動
を
通
し
て
、

退
公
連
の
目
的
、
活
動
の

意
義
の
周
知
に
努
力
し
た

こ
と
も
一
つ
の
要
因
で
あ

る
。

　
退
公
連
の
社
会
保
障
制

度
改
革
、
社
会
貢
献
活
動

の
推
進
を
図
る
た
め
に

は
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
て
い
く
こ

と
、
さ
さ
や
か
で
も
日
常

の
活
動
が
将
来
に
わ
た
っ

て
組
織
の
拡
充
に
欠
か
せ

な
い
こ
と
を
身
に
染
み
て

感
ず
る
。

給
付
水
準
に
注
目
し
、

　
　
公
的
年
金
制
度
を
次
世
代
に

若
年
労
働
者
（
現
役
）
の
減
少

傾
向
が
続
く
中
で
今
後
の
課
題

と
が
年
金
制
度
を
維
持
し

て
い
く
う
え
で
重
要
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
我
々

退
職
者
も
各
々
の
地
域
に

お
い
て
現
役
世
代
が
心
お

き
な
く
働
く
た
め
の
条
件

整
備
、
例
え
ば
子
育
て
・

教
育
支
援
、
老
後
の
経
済

的
な
安
心
の
た
め
の
個
人

年
金
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投

資
、
非
課
税
制
度
、
運
用

益
に
税
金
が
か
か
ら
な

い
）
や
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
（
個

人
型
確
定
拠
出
年
金
、
自

会
員
数
調
査
報
告
か
ら

会
員
勧
誘
担
当
の
方
々
の
ご
心
労
を
読
み
取
る

分
で
申
し
込
み
、
掛
金
を

出
し
自
分
で
運
用
方
法
を

選
び
、掛
金
を
運
用
す
る
。

掛
金
、
運
用
益
を
給
付
と

し
て
受
け
と
る
と
き
、
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
あ

る
）の
紹
介
と
理
解
。（
詳

細
次
号
で
）

　
さ
ら
に
退
職
後
の
新
た

な
生
き
方
に
関
す
る
学
び

の
機
会
の
提
供
等
、
社
会

保
障
制
度
改
革
に
対
す
る

要
望
事
項
以
外
の
活
動
に

も
一
層
注
力
し
た
い
。

　
短
時
間
労
働
者
の
厚
生

年
金
へ
の
加
入
拡
大
や
基

礎
年
金
の
保
険
料
拠
出
期

間
の
延
伸
な
ど
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
退
職
者
の
老

後
の
生
活
を
支
え
る
適
切

な
年
金
給
付
額
の
維
持
の

た
め
に
努
力
し
て
い
く
。

給
付
額
を
自
動
的
に
調
整

す
る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
で
、
年
金
の
給
付
水
準

を
調
整
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

え
る
こ
と
を
、
小
さ
な
集

ま
り
か
ら
１０
人
３０
人
５０
人

と
議
論
と
活
動
の
輪
が
広

が
っ
た
そ
の
成
果
を
千
葉

県
連
の
数
字
は
示
し
て
い

る
。

「
努
力
賞
を
め
ざ
し
て
」

千
葉
県
退
職
公
務
員
連
盟
事
務
局
長
　

関
谷
才
太
郎

か
ら
ご
慰
労

と
感
謝
を
申

し
上
げ
る
。

　
千
葉
県
連

が
、
減
少
数

が
昨
年
度
の

会
員
数
比
２

％
未
満
で
努

力
賞
。
会
員

の
交
流
を
深

め
、
退
公
連

の
実
績
を
語

り
課
題
を
見

つ
け
て
組
織

の
明
日
を
考



第₈₃₉号 （第三種郵便物認可）団体講読年間1人２００円　個人講読年間１３００円 退　職　公　務　員　新　聞 令和₃年（₂₀₂₁年）₁₀月₂₅日（月）　　（₂）

○年金相談…１１月 ４ 日㈭、２４日㈬
○心の悩み相談…１１月 ８日㈪、２６日㈮
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☎ やすらぎ電話やすらぎ電話

●
お
支
払
い
は
商
品
お
届
け
時

の「
代
金
引
換
」の
み
と
な
り
ま

す
。送
料
は
６
６
０
円（
税
込
）

か
ら
。地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。

１
０
、８
０
０
円（
税
込
）以
上
の
ご

注
文
は
無
料
。８
日
以
内
の
返
品
可
。

会
員
の
広
場

女性部のウォーキング

多胡碑「群馬県史
資料編４」より

覆屋の中に山上碑
右は山上古墳

浜辺の清掃活動

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

大
根
葉
た
っ
ぷ
り
入
れ
た
雑
炊
を

終
戦
記
念
日
　
孫
ら
と
啜
る

群
馬
県
　
熊
澤
　
峻

病
得
て
無
為
に
過
ご
せ
る
わ
が
日
々
よ

諦
観
怖
し
停
滞
恐
る

岐
阜
県
　
木
村
康
男

野
良
着
の
ま
ま
西
瓜
を
ふ
た
つ
置
き

て
ゆ
く
四
十
年
前
の
わ
れ
の
教
へ
子

愛
知
県
　
林
　
正
夫

六
瓢
箪 

壁
に
吊
し
て
元
気
に
て

生
活
出
来
る
事
を
願
っ
て

和
歌
山
県
　
永
田
卓
三

声
出
し
て
本
を
読
む
子
や
秋
の
暮

兵
庫
県
　
平
山
　
進

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

書
き
慣
れ
た
無
職
の
文
字
の
職
業
欄

福
島
県
　
青
山
邦
夫

下
げ
る
箇
所
一
杯
あ
れ
ど
先
ず
頭

長
野
県
　
幸
野
隆
一

彼
岸
ご
ろ
天
地
の
合
図
か
曼
珠
沙
華

一
気
に
咲
き
て
景
色
を
変
へ
る

愛
知
県
　
横
井
真
人

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

野
辺
の
草
役
者
代
わ
り
て
秋
立
ち
ぬ

岐
阜
県
　
髙
橋
良
明

敗
者
に
も
送
る
拍
手
が
お
も
て
な
し

愛
知
県
　
竹
内
明
弘

老
い
二
人
馬
耳
東
風
で
丸
く
生
き

長
野
県
　
白
石
幸
男

命
日
の
五
目
御
飯
は
亡
母
の
味

福
島
県
　
亀
岡
貞
男

四
・
五
日
は
盛
り
荒
れ
地
の
群
れ
と
ん

ぼ�

愛
媛
県
　
今
井
　
忍

野
牡
丹
の
む
ら
さ
き
楚
々
と
雨
の
中

神
奈
川
県
　
鬼
澤
信
博

新
涼
や
縁
台
楽
し
ミ
ニ
茶
席

愛
知
県
　
安
井
俊
夫

心豊かに心豊かに

　
八
十
路
も
半
ば
を
過

ぎ
、
故
郷
で
健
康
で
地

域
の
世
話

に
動
け
る

こ
と
に
感

謝
し
て
過

ご
し
て
い
る
。
私
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一

つ「
小
さ
な
親
切
運
動
」

で
は
、
市
内
の
小
中
学

校
に
「
親
切
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
文
の
募
集
を

お
願
い
し
、
優
秀
な
作
文

は
表
彰
し
て
い
る
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
渦
中
だ
か
ら
こ
そ
の
視

点
か
ら
、自
分
を
見
つ
め
、

他
者
へ
の
思
い
を
実
践
し

自
分
の
生
き
方
を
向
上
さ

せ
よ
う
と
し
た
も
の
が
多

く
、
心
強
く
感
じ
て
い

る
。

　
中
に
「
幸
せ
広
が
る

温お
ん

贈お
く

り
」
と
題
し
た
作

文
が
あ

り
、
親
切

は
す
る
方

も
さ
れ
る

方
も
心
が
温
か
く
な
る

こ
と
か
ら
考
え
つ
い
た

語こ
と
ばで
、
多
く
の
人
に
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

「
故
郷
へ
の
恩
贈
り
」

山
口
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
中
村
　
洋
一

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
壱
岐
支
部
は
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
癒
し
と
ロ
マ
ン
の
島
「
壱
岐
」、
会
員
数
２８２
名
。
県
内
で
も
離
島
で
あ
り

な
が
ら
長
崎
市
に
次
ぐ
２
番
目
の
会
員
数
を
誇
る
。
私
た
ち
は
、
長
年
公
務
に
従
事
し
て
き
た
仲
間
の
絆
を

確
認
し
つ
つ
、
親
睦
と
融
和
を
大
切
に
活
動
を
進
め
て
い
る
。

長
崎
県
退
職
公
務
員
連
盟
壱
岐
支
部
事
務
局
長
　
後
藤
　
義
次

いきいき退公連

長崎県連の巻

野ず
け

三
碑
」(

上
野
は
群
馬
県
の

旧
国
名)

を
巡
り
ま
し
た
。

　
三
碑
の
内
最
も
古
い
山
上
碑

は
６８１
年
建
碑
で
、
隣
接
の
古
墳

に
葬
ら
れ
た
母
の
追
善
供
養
の

　
群
馬
県
連
の
四
つ
の
活
動
目

標
の
一
つ
が
「
同
じ
公
務
員
と

し
て
生
き
て
き
た
者
同
士
が
、

と
も
に
触
れ
合
っ
た
り
、
社
会

貢
献
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る

活
動
を
推
進
す
る
」
で
す
。

　
前
橋
支
部
で
は
数
年
前
か

ら
、
ゴ
ミ
や
空
き
缶
を
拾
い
な

が
ら
史
跡
や
文
化
遺
産
を
巡
る

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年

度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
バ

ス
旅
行
を
中
止
し
た
こ
と
も
あ

り
、
隣
の
高
崎
市
に
あ
る
「
上こ

う

た
め
、
子
の
僧
が
建
て
た
碑
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
刻
ま
れ
た
漢

字
５３
字
を
、
日
本
語
の
語
順
で

読
め
る
最
古
の
史
料
で
す
。
ま

た
完
全
な
形
で
残
る
日
本
最
古

の
碑
で
も
あ
り
ま
す
。

を
守
る
こ
と
を
誓
い
、
一
族
の

繁
栄
を
祈
っ
た
こ
と
を
漢
字
１１２

字
に
刻
ん
で
い
ま
す
。

　
三
碑
は
２
０
１
７
年
に
ユ
ネ

ス
コ
の
「
世
界
の
記
憶
」
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
１
３
０
０
年

前
に
東
ア
ジ
ア
の
東
端
の
日
本

①
浜
辺
の
清
掃
活
動

　
壱
岐
の
浜
辺
は
、
筒
城

浜
が
日
本
の
渚
百
選
に
も

選
ば
れ
る
ほ
ど
き
れ
い
な

浜
辺
が
た
く
さ
ん
点
在
し

て
い
る
。
夏
に
は
多
く
の

海
水
浴
客
が
市
外
か
ら
訪

れ
る
。
そ
ん
な
景
観
を
き

れ
い
に
保
つ
こ
と
が
壱
岐

に
住
む
者
の
務
め
で
あ

る
。
私
た
ち
壱
岐
支
部
も

さ
さ
や
か
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
、
シ
ー
ズ

ン
終
了
後
９
月
初
旬
に
海

水
浴
場
の
ゴ
ミ
拾
い
を
始

め
て
８
年
が
経
つ
。
去
年

と
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
実

施
で
き
な
か
っ
た
の
が
残

念
で
あ
る
が
、
繋
い
で
い

き
た
い
活
動
で
あ
る
。

②
ペ
タ
ン
ク
大
会
の
開
催

　
支
部
の
生
き
が
い
対
策

と
し
て
始
め
た
「
生
き
生

き
元
気
ペ
タ
ン
ク
大
会
」

は
、
今
年
で
１５
回
を
数
え

る
。
ペ
タ
ン
ク
は
、
目
標

球
に
金
属
製
の
ボ
ー
ル
を

投
げ
合
っ
て
、
相
手
の
ボ

ー
ル
よ
り
近
づ
け
る
こ
と

で
得
点
を
競
う
。
毎
年
１１

月
初
旬
に
開
催
。

　
ペ
タ
ン
ク
は
誰
で
も
気

軽
に
で
き
る
究
極
の
老
人

ス
ポ
ー
ツ
。「
そ
う
め
ん

会
員
相
互
の
生
き
が
い
支
援（
自
助
・
共
助
・

会
員
相
互
の
生
き
が
い
支
援（
自
助
・
共
助
・

参
加
）
の
た
め
日
常
活
動
の
充
実
を
図
る

参
加
）
の
た
め
日
常
活
動
の
充
実
を
図
る

地
域
の
美
化
活
動
と
史
跡
巡
り

群
馬
県
退
職
公
務
員
連
盟
前
橋
支
部
長
　
町
田
　
悟
　

し
て
い
る
。
会
場
は
市
内

４
町
の
持
ち
回
り
で
担
当

し
、
年
に
１
回
の
再
会
と

新
し
い
会
員
の
加
入
を
喜

び
、
懇
親
会
で
の
会
食
や

余
興
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
会
員
も
多
い
。
余
興
で

　
サ
ル
は
食
べ
る
と
き
分

散
す
る
と
い
う
。
人
は
集

ま
っ
て
食
事
を
楽
し
み
、

心
を
通
わ
せ
る
。
コ
ロ
ナ

の
規
制
は
、
少
人
数
の
食

事
は
可
能
に
し
た
。
対
面

食
事
の
広
が
り
を
願
う
。

販
売
」
の
収
益
金
を
参
加

賞
・
賞
品
代
等
大
会
運
営

費
に
充
て
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
。
毎
回
４０
名
以
上
の

参
加
者
が
あ
る
。

③
女
性
部
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
小
物
づ
く
り
活
動

　
現
在
、
壱
岐
支
部
の
女

性
会
員
は
１１６
名
で
あ
る
。

主
な
活
動
と
し
て
１０
月
の

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
健

康
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て

壱
岐
の
名
所
・
絶
景
箇
所

を
散
策
す
る
。

　
１
月
の
小
物
づ
く
り
で

は
作
り
方
を
教
え
合
い
、

作
品
は
次
の
総
会
会
場
に

展
示
し
て
い
る
。
そ
し
て

「
女
性
部
だ
よ
り
」
を
発

行
し
、
女
性
同
士
の
つ
な

が
り
を
深
め
、
新
規
会
員

の
入
会
促
進
に
努
め
て
い

る
。
女
性
会
員
あ
っ
て
の

退
公
連
で
も
あ
る
。に

漢
字
と
仏
教
が
伝
わ
り
、
社

会
に
息
づ
い
て
い
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
か
ら
で
す
。
国
内
で

も
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
秋
１０
月
８
名
の
会
員
が
車
に

分
乗
し
、
約
４０
分
で
山
上
碑
に

到
着
。
碑
ま
で
は
急
な
山
道
で

す
が
、
整
備
さ
れ
歩
き
易
く
な

っ
て
い
ま
す
。次
の
多
胡
碑
は
、

町
中
の
小
公
園
に
あ
り
、
隣
に

は
記
念
の
博
物
館
が
あ
り
ま

す
。
金
井
沢
碑
も
駐
車
場
や
休

憩
所
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
地
元
の
愛
護
会
等
の
方
々

の
尽
力
に
よ
り
、
ゴ
ミ
や
空
き

缶
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ず
、

持
参
し
た
ゴ
ミ
袋
は
あ
ま
り
使

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
充
実

し
た
秋
日
和
の
半
日
で
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

　
８
月
２５
日
付
２
面
「
い

き
い
き
退
公
連
」
１
行
目

「
四
国
中
央
部
に
あ
り
」

は「
四
国
中
央
市
に
あ
り
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

盛
り
上
が
る
の
は
バ
ン
ド

グ
ル
ー
プ
「
ザ
・
ハ
ー
モ

ニ
ー
」
の
生
演
奏
に
よ
る

カ
ラ
オ
ケ
や
合
唱
で
あ

る
。
壱
岐
支
部
は
、
こ
の

ほ
か
に
社
会
保
障
制
度
に

関
す
る
県
の
署
名
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

④
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

　
毎
年
６
月
下
旬
に
は
支

部
総
会
と
懇
親
会
を
開
催

　
７１１
年
建
碑
の
多
胡
碑
は
、
多た

胡ご

郡
が
建
郡
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
た
碑
で
す
。
８０
字
が
楷
書

体
で
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
存
在

は
古
く
か
ら
知
ら
れ
、
拓
本
が

江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
に
よ

っ
て
、
中
国
ま
で
伝
え
ら
れ
、

優
れ
た
書
風
と
し
て
評
価
さ

れ
、
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
に

貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
建
郡
は

正
史
「
続
日
本
紀
」
の
記
載
と

一
致
し
て
お
り
、
史
料
評
価
の

面
か
ら
も
貴
重
で
す
。　

７２６
年
建

碑
の
金
井

沢
碑
は
、

こ
の
付
近

一
帯
を
治

め
て
い
た

豪
族
が
、

仏
の
教
え
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